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■ 平成２１年10月期／第3四半期連結業績サマリー■ 平成２１年10月期／第3四半期連結業績サマリー

H20．10月期第3四半期 H21．10月期第3四半期 前年同期比

第１６期 第１７期 （％）

売上高 9,721 9,179 －　５．６％

営業利益 97 282 １９０．０％

経常利益 51 330 ５４０．５％

四半期純利益 115 266 １３０．８％

（単位：百万円）

前期と比較した連結サマリー

移動体事業におきまして、各地域のお客様に選ばれる店舗クオリティーの構築が出来、そ
の結果、他店との差別化が図れ、事業運営が堅調に推移し営業利益の増加となりました。
又、テレマーケティング事業におきましては、コールセンターの統合による集約効果により、

今下期より営業利益黒字化を見込んでおります。
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■ セグメント別第3四半期連結売上高・営業利益■ セグメント別第3四半期連結売上高・営業利益

※全社消去を除く 移動体通信事業 不動産事業 ＴＭ事業

【事業のセグメント別業績】
移動体通信事業は、店舗クオリティを高めることで、世界的な不況な中、売上高の減少影響を最小限に

止める事が出来、又継続したコスト削減により営業利益を３倍弱まで計上することが出来ました。
テレマーケティング事業、不動産事業については、第４四半期及び来期（第１８期）以降を見据え、コール

センターの集約によるコスト削減や、クオリティを高めることによる他社との差別化を図り、利益率向上を努
めます。
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■ 業績の修正について■ 業績の修正について

対前回発表比

売上 11,708 － 11,938 － 102.0%

営業利益 256 2.2% 366 3.1% 143.0%

経常利益 185 1.6% 393 3.3% 212.4%

当期純利益 151 1.3% 451 3.8% 298.7%

（単位：百万円）

※前回発表予想、今回発表予想のパーセンテージは売上高に対する構成比となります。

前回発表予想 今回発表予想

平成21年10月期通期業績修正

平成２１年９月７日に、弊社ホームページなどにより平成２１年10月期通期の上方修正
をさせて頂いております。


